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達成度

自己
評価

外部
アンケー
ト等

総合

A B A

A B A

B B B

B C B

A B B

A B B

3 生徒は確かな学力を身に付
けていますか。

・授業や探究活動において、ICT機器を活用するとともに、協働的
な学びを充実させ、生徒の表現力やコミュニケーション力を高め
る活動を積極的に行う。

A A A

・生徒の満足度が評価そのものである。
・インプットとアウトプットを適切に行わせることにより、生徒のプレゼンテーション能
力の向上と知識、思考力の定着が図れている。引き続き、「発表する力」「聴く力」を高
めていただきたい。
・評議員会当日の生徒の発表をみて、ＩＣＴを活用した学習に日々取り組んでいることが
分かった。確かな学力・知識と思考力・判断力・表現力の両輪で生徒の学びが深まること
を期待している。
・学校側の思惑通り、十分な教育活動を実行できている。

B A A

B C C

A A A

A A A

A A A

A A A

A A A

7 計画的な指導を行っていま
すか。

A A A

・１年時より進路に向けた講演会等、進路実現へ向けた取り組みは行えていると思う。
・計画的な進路指導について、満足度の高い面談や大学入試研究会等を実施し、生徒の進
学意欲に効果があると考える。
・計画的な進路指導が行なわれている。指導継続していただきたい。
・計画的な指導ができている。

8 生徒は自らの進路について
真剣に考え、その実現に向
けて取り組んでいますか。

C C C

・個々に差はあるが、生徒本人の実行度は高い方だと考える。
・高い進路目標の設定や、そのための家庭学習の習慣化について、探究プログラムより課
題に関わる志望校の選択ができると考えます。
・学習時間の確保の難しさを感じた。進学した生徒の学習時間、学習計画などを次の学年
に伝え、目安として持てるようにするのもよいのではないか。
・勉強時間の定量化は、生徒側にとって進路実現のプロセスの一つであることを理解しづ
らいのかもしれない。高い進路目標が何を意味するかわからないが、進路の先にある人生
にとってベストな選択となるよう進路指導をお願いする。

B A A

A A A

10 ＩＣＴを活用した指導を
行っていますか。

・生徒一人一台学習端末及びBYODに対応した授業がより充実で
きるような環境や体制を整備する。

A － A

11 ＩＣＴを活用した業務改善
を行っていますか。

・ICTを活用した職員研修及び授業研究会を実施し、職員の資質向
上を図る。

A － A

・近隣県の国公立大学の教授による、生徒が英語を運用すること
を重視した学習を通して、実践的コミュニケーション能力を向上
させる。 A － A

・英検などの資格試験の受験を推奨し、自己目標を設定させ、英
語学習の意欲を喚起する。

C － C

A A A

B － B

・生徒の満足度が評価そのものだと考える。
・挨拶が習慣化している素晴らしい学校と考える。生徒同士がお互いに健康的な生活が送
れるよう、基本的な生活習慣の大切さを声に出して掛け合えるとよいと考える。
・伊高生は学校訪問時に挨拶をきちんとしている。部活動はもちろん、探究活動や外部へ
出向く活動が生きていると感じる。
・伊高の生徒はよく挨拶できると感じている。

・概ね良好と考える。
・ICTを活用した取り組みについては、高等学校において日常の風景になっていると考え
るので、引き続き、取り組んでほしい。
・引き続き継続してもらいたい。
・職員評価のためのICT活用ではなく、生徒のために活用ができていれば良いと考える。
・次年度の課題にもあったが、ＩＣＴ活用については情報漏洩に十分気をつけて実施して
いただきたい。
・GeminiやChat GPTなど一般企業では、よく活用している。ペーパーレスや業務改善が
できる環境を整え、教員のプライベートの時間を削ることのないようお願いします。

・インスタグラムの更新を楽しみにしている。
・広報活動の満足度においては、生徒自身が周囲の人達に「伊高はいいよ」と伝えている
ことが考えられる。個別の相談会についても丁寧な取り組みと考える。
・生徒主体のオープンスクールは大変な面も多いと思うが、実りも多いのではないか。イ
ンスタグラムの活動報告は見させてもらっている。生徒のさまざまな活動を手軽に知るこ
とができる反面、情報発信は危険な面もつきまとうので、十分に気をつけていただきた
い。
・個別相談会などは、保護者・受検生側のニーズを捉え、情報発信がうまくできている。
SNSはうまく付き合っていってもらいたい。

・部活動の振興を図り、心身の鍛練や社会性の育成など人間力の
向上を目指し、学校全体の活気につなげる。
・ボランティア活動や探究活動など、校外での活動を積極的に支
援し、生徒の意識・意欲の向上と主体性の向上につなげる。

・進路講演会（保護者対象）、進路ガイダンス（生徒対象）、進
路通信（両者対象）の配付等により、進路意識の高揚を図る。
・「Claasi」を活用して模擬試験の事前事後指導を行い、「スタ
ディサプリ」を利用して授業の学習内容の抜け漏れを把握し、課
題配信による一人ひとり必要な個別学習を推進し、家庭学習を自
主的に進められるようにする。
・読解力の向上を目指すため、「進路ナビ」を使って時事問題対
策を行ったり、新聞記事を読み込んで読み取りや要約の練習を定
期的に行う。

・様々な情報発信ツールを活用し、より迅速に情報を更新できる
体制を整える。
・「伊高だより」等を定期的に発行するとともに、様々な発信方
法を活用し、保護者や地域、中学校等に学校の活動を伝える。
・地域社会への情報発信と共に、地域社会の声を学校づくりに反
映させる。

㉓授業以外の業務でICTを活用できる職員を90％以上
にする。

Ⅶ 積極的な国際交
流と実用的な英
語教育に取り組
み、国際社会に
通用する資質を
身に付けさせる
よう努めていま
すか。

12 グローバル人材の育成に向
けて、実践的コミュニケー
ション能力の育成推進を
図っていますか。

13 国際理解教育の充実を図っ
ていますか。

㉔年３回、各大学が提供する出張講義を生徒に受講させ
る

㉕英検２級以上の合格率を普通科40％以上、グローバ
ルコミュニケーション科80％以上にする。

㉖グローバルコミュニケーション科の英語学習プログラ
ムについて、満足している生徒を80％以上にする。

・英語学習プログラムの実践や国内や海外の英語研修　(派遣･受
入)のプログラムを通して、生徒の実践的コミュニケーション能力
の向上を図ると共に異文化理解を深める。あわせて、オンライン
での国際交流も模索する。

生徒の主体的な
進路選択につい
て適切な指導を
していますか。

生徒の充実した
学校生活につい
て適切な指導を
していますか。

・非認知能力の育成やエージェンシーを発揮する場面設定を意識
した指導の充実をめざし、職員研修等を通じて授業改善を推進す
る。
・職員間で「授業づくり」について学び合う意識を高めるため、
授業参観や教科内研修を通じて実践力向上を図る。

⑨学校全体のヘルメット着用率を100％にする。

⑩悩み等の相談体制への満足度を8５％以上にする。

・身だしなみ指導や交通安全指導など日頃から行っている指導内
容について、生徒自身が考え取り組めむことで、生徒の主体性を
育成し、自己管理能力の向上を図る。
・ヘルメット着用について生徒が主体的に考え、交通安全に対す
る意識向上を図る。
・スクリーニングや日常の生徒観察を充実させ、悩みを持つ生徒
を早期に把握し適切に指導するとともに、スクールカウンセラー
と連携して組織的に対応する。

⑫いじめの発生防止に努め、いじめの解消率を100％
にする。

・伊高SNS利用宣言について各クラスで周知徹底し、生徒がICTの
活用について主体的に考えることで、情報モラルの向上を図る。
・いじめ悩みアンケートを年に３回実施し、いじめの防止と早期
発見に努める。また、いじめ防止フォーラムの情報を学校全体で
共有し、いじめについて生徒たちが主体的に考える場面を設定す
る。

⑳ＨＰやインスタグラム等の情報発信に対する保護者の
満足度を90％以上にする。

生徒の実態に応じた指導を
行っていますか。

点検・評価　

方　　　　　　　　　　策

⑤生徒の授業満足度を90％以上にする。

羅　　　　　針　　　　　盤

1 ①本校の教育活動全般について、満足している生徒・保
護者を90％以上にする。

評　価　項　目

Ⅰ 特色ある学校づ
くりに努めてい
ますか。

評　価　対　象 具体的数値項目

・学校行事の開催に当たり、生徒自らが主体的に計画や運営に携
わることで、成功や失敗の経験をしたり協働したりしながら、自
己肯定感や対人関係能力を向上させる。
・職員研修等を通じて教育の質を高め、本校の教育目標や教育活
動への共通理解を図りながら、全職員が連携し目標達成を果たせ
るよう、組織力を高める。

③探究活動に積極的に取り組む生徒を80%以上にす
る。

・探究活動の充実のために、全職員が連携して取り組むための組
織化を図る。
・生徒の探究意欲を高めるために、５つの「iTanQ」の内容の充
実を図り、生徒に参加を促す。

特色ある教育活動を行って
いますか。

2

②学校が好きだと感じる生徒を90％以上にする。

・教育活動における生徒の満足度は90.3％、保護者の満足度は88.3％であった。
・61.4％の保護者が生徒の学習に対する達成感・満足感が高いと考えている。
・学校が好きと回答した生徒は88.0％であった。
・探究活動に積極的に取り組んだと回答した生徒は１年64.5％、２年67.5％、３年76.8％で学年進
行とともに高い数字を得た。
・「総合的な探究の時間」以外の探究プログラムに参加した生徒は全体の３割にとどまった。
〇教育活動全般において生徒の知識・技能の向上を目指すとともに、生徒の主体的な活動を支援し、非
認知能力の向上につなげる。
○ICT活用を図りながら組織力の向上に努め、職員が連携して質の高い教育活動・質の高い授業づくり
を一層推進する。
〇④については数値設定が高すぎたため評価は厳しくなった。しかし、本校の探究活動（iTanQ）につ
いては三菱みらい育成財団「みらい育成アワード2025」でグランプリを受賞するなど外部から高い評
価を受けた。本校独自のプログラムに参加した生徒の変容も大きく、学校の変化を感じ取れる１年と
なった。

Ⅴ 家庭、地域社会に積極的に
情報発信をしていますか。

㉒日常的に学習用端末を活用する職員を90％以上にす
る。

④生徒の「特色ある探究活動（４つのiTanQ、探究型
インターンシップ・申請型フィールドワーク）」への参
加経験がある生徒を50%以上にする。

㉑学校説明会、オープンスクールの来場者、webペー
ジ閲覧者を昨年度以上にする。

⑪ＳＮＳ等に関するいじめや犯罪被害をなくす。5 学校はいじめの防止や早期
発見に向けた取組を積極的
に行っていますか。

生徒は健康で、規則正しい
学校生活を送っています
か。

6

教育デジタル化
に努めています
か。

Ⅵ

4 組織的・継続的な指導を
行っていますか。

Ⅳ

開かれた学校づ
くりに努めてい
ますか。

Ⅲ

Ⅱ 生徒の意欲的な
学習活動につい
て適切な指導を
していますか。

9

⑮（1年）進路を意識して学習する生徒を７0％以上に
する。
⑯（2年）第一志望の大学が定まった生徒を８０％以上
にする。
⑰（3年）進路目標が定まり、学校からの進路情報が有
意義であったと考える生徒を90％以上にする。
⑱読解力の向上をめざす指導を始める。

⑦「発表する力」「聴く力」が高まったと回答する生徒
を80％以上とする。

⑥授業等の学習活動を通じて、学力向上が実感できた生
徒を85％以上にする。

・本校の広報活動に関する保護者満足度は93.5％であった。
・学校説明会、オープンスクールでは、生徒が主体となって当日の運営・進行・説明を行った。昨年以
上の来場者があり、感想・意見を集約したところ高評価を得た。
○国際理解教育、探究活動など本校の特色ある教育活動を中心に、Webページ・インスタグラム等のイ
ンターネットツールによる情報発信を継続しながら、学校の教育活動を保護者、地域、中学校等に対し
ての積極的な広報活動を行っていく。
〇昨年より早く、６月から中学３年生対象に個別相談会を実施した。約160名の生徒、保護者に対して
本校の教育活動について個別に説明した。

学校関係者評価

・探究活動について、内外から評価はとても良い。行事運営について、生徒自らの主体性
を発揮させることは学校という縛りがある中で難しいとは思うが、もう少し生徒に任せら
れる部分もあるのではないかと考える。
・教育活動における生徒、保護者の満足度が非常に高く、在学する学校への信頼度が高い
ことがうかがえる。探究プログラムに参加した先輩が後輩に伝える活動を通して、揺るぎ
ない教育活動となると考える。
・特色ある教育活動が展開されていてよい。非認知能力を高めるという点も重視している
とのこと。そのための手立てが具体的になるとより深まるのではないかと感じる。
・特色のある教育活動を行い、具体的な結果も目に見えるカタチになっている。学校側と
しては、枠組みはできたと思うので、生徒がどうして自発的な活用が難しいのか、学校と
生徒で評価にギャップが生まれるのかは課題として考えてほしい。

・生徒の授業満足度は88.3％であった。
・学力向上を実感できた生徒は77.6％であった。
〇非認知能力の育成を意識しながら、主体的に学習に取り組む態度の一層の伸長のために｢指導と評価
の一体化」に取り組みながら授業改善を推進する。また、職員研修を通して教科、分掌、部活動の連携
を高め、目前の生徒の成長のために職員間で意思統一を図る。

・「学年＋1時間」の学習時間を確保できた生徒は56.3％（１年53.6％、２年43.1、３年80.3％）
であった。１,２年次の学習量の増加が課題として残る。
〇｢Classi｣などを活用し模試との連動課題を実施したり、長期休業の課題に利用したりと活用の場が増
えてきている。
〇志望校調査では徐々に旧帝大や東京方面の国立大学志望者が増え、意識が変わってきた。
〇家庭学習の習慣化には課題やテストが手段として考えられるが、高い進路目標を持たせ、その実現の
ために自ら計画し、行動（学習）する力を身に付ける必要がある。生徒の意識改革のために何が必要か
考え続ける。

・目標の90％には達していないが、88.3％と十分な数字である。
・生徒の学習活動の意欲向上について、環境整備と個々への働きかけにより図れていると
考える。引き続き、探究プログラムにより、学びに向かう力を向上させて欲しい。
・非常に高い目標を設定し、取り組んでこられたことが分かった。
・生徒の主観によるもの以上の評価は外部からは難しい。授業の満足度と成績は、現状イ
コールではないということがわかった。⑥に関して、数値設定に対し、生徒側のギャップ
が大きい。

・身だしなみ、交通ルールについては、よくできていると思う。ただしヘルメットの着用
率は低めである。
・学校は、「自分の命は自分で守る」ことを継続的に指導していることと思う。引き続
き、自転車運転時のヘルメットの着用を促すとともに、生徒たちが感じる危険走行や道路
情報等を集約し、生徒らに発信していけるとよい。
・今後も身だしなみ、特にヘルメットの着用については継続的な指導をお願いしたい。
・身だしなみは継続的にお願いします。ヘルメット着用に関しては、努力義務化が精一杯
の中でも50.9％は高く、評価している。引き続き自分の命を守るために指導を継続してほ
しい。

・生徒及び保護者の満足度通りだと考える。
・生徒のいじめ防止への意識は高いことがうかがえる。引き続き、教育相談体制の満足度
が高い割合で推移できるよう、「相談しやすい」体制を整えて欲しい。
・ＳＮＳについて、今日子ども達とは切っても切れない問題となっている。その中で伊高
生はネットリテラシーを意識して活用しているようである。先生方の日々の指導、いじめ
への対策などが生徒達の意識につながっていると感じた。
・ナイーブでかなり露見しづらい事案が多いと思うが、引き続き指導いただきたい。

㉗普通科生徒が5名以上、グローバルコミュニケーショ
ン科のプログラムや、学校が紹介する海外短期研修に参
加／応募するよう周知と啓発を行う。

⑧身だしなみ違反数や自転車事故件数を昨年度以下にす
る。

⑬「挨拶がきちんとできる」と回答する生徒を8５％以
上にする。

⑲｢学年＋１時間の学習時間｣を確保しようとしたと回
答する生徒を70％以上にする。

⑭部活動等の学校生活に主体的に取り組めている生徒の
割合を8５％以上にする。

・英検への取り組みは高く評価している。
・英検取得や大学教授による講義は、英語の必要性や、関心が高まると考える。GC科が
ある利点を生かし、英語力を高めていけたらよいと考える。
・生徒の実態を把握しながら、目標を設定し取り組んでいけるとよい。大学が提供する出
張講義は生徒がさらに高い学習に触れるよい機会だと感じた。
・出張講座の取り組みは大学への興味にもつながり、面白いと思う。英検については、数
値目標が高すぎたと総評されるのであれば、生徒の実態に合わない計画だったとも考えら
れる。活きる能力の育成推進をお願いする。

・概ね良好と考える。
・引き続き、海外研修の充実を図るとともに、GIA発表のように、身近な生徒が抱える課
題について考えることも、国際理解教育につながると考える。
・引き続き継続していただきたい。
・国際関心の多いGC科への教育活動は十分結果を伴っていると考える。

・３年１回（宇都宮大学）、２年３回（群馬大学１回、立正大学２回）の出張講義を実施した。講義を
通して生徒の英語力向上に努めた。
・英語４技能をバランスよく伸ばす指導に努めながら、英検取得に向けた指導体制の強化を図った。
・英検の合格率は目標設定が高すぎたため達成できなかった。
・英語４技能をバランスよく伸ばす指導に努めながら、英検取得に向けた指導体制の強化を図った。
〇大学出張講義は、進学後の学びを意識させ現在の学習へのモチベーションを上げることができた。今
後も継続したい。
〇英検を１，２年生全員受験にしたことで資格取得率が上がり、英語学習へのモチベーションも向上す
ることが見込まれるので、今後も英語４技能をバランスよく伸ばす指導に努めながら、学校全体で英検
取得に向けた指導体制の強化を図る。

・GC科への満足度は86.0％、異文化に対する興味が高まった生徒は92.0％であった。
・３名の生徒が海外研修（米国１名、韓国２名）に参加した。
・昨年度末には21名の生徒がマレーシア研修に参加した。今年度末も7名が参加予定。
○ＧＣ科生徒の英語学習プログラムへの関心が大変高いことから、学習プログラムを改善し更に充実さ
せる。必要に応じて外部機関と連携し、欧米だけではなくアジア諸国等にも目を向け、生徒の異文化に
対する理解深化を図る。
〇普通科生徒の参加を増やし、学校全体で多文化や国際問題に目を向けさせたい。

・発表する力が高まったと回答した生徒は81.3％であった。
○ICT機器の活用とアウトプットの機会を増やすことで、「協働的な学び」を充実させ、生徒の思考
力・判断力・表現力の向上に向けた授業改善をより一層推進する。また、確かな学力・知識を身に付け
させることで生徒に自信を持たせ、非認知・認知能力のバランスに配慮した授業改善を進める。

・身だしなみに気を遣っている生徒は98.5％であった。違反者は6月0名、9月38名。昨年度合計10
名程度。
・交通ルール、マナーを守っていると回答した生徒98.5％であった。また94.0％の保護者が、生徒が
安全な登下校を心掛けていると思っている。しかし、登下校時のヘルメット着用率については50.9％
と低い。交通事故件数、昨年度24件、今年度10件（1月13日現在）。
・教育相談体制の満足度は90.5％であった。
・生活指導について保護者の88.5％が肯定的に捉えている。
○6月の身だしなみチェックではほとんどの生徒が違反とならなかったが、9月はチェック項目に爪を
追加したところ、33名程度の生徒が違反となった。そういった項目について意識向上のために考えて
いきたい。
○交通ルール、マナーに対する生徒、保護者の評価は高い、一方でヘルメット着用率は低い。学校から
はヘルメット着用の意義を伝えきれていない。生徒の意識を変えるため方策を考えたい。
〇必要に応じて外部機関との連携を密にしながら、引き続き悩みや生活に困難を持つ生徒への支援を行
う。

・スマホ、SNSの適切な利用を心掛けている生徒は98.8％であった。
・学校のいじめ対策への満足度は生徒88.8％、保護者82.0％であった。
○日常的な生徒観察や保護者との連携により、いじめの未然防止及び早期発見に努め、迅速で組織的な
取組を充実させる。生活アンケートなど生徒のサインを見落とさないように、職員間で正しい情報交換
を行う。
○スマホやSNSの使い方について生徒に考えさせ、思わぬかたちでトラブルにならないよう生徒の情報
リテラシーを高める。

・挨拶が習慣化している生徒は95.5％であった。
・学校生活（部活動や学校行事）に主体的に取り組めている生徒は93.7％であった。
○教育活動全体（学習、部活動、学校行事等）を通じて、生徒の学力向上、心身の鍛練や社会性・非認
知能力の育成など人間力の向上を目指した取組を進め、校内諸活動の振興を図ることで学校全体の活気
につなげる。

・進路目標達成に向けて取り組む生徒は１年75.0％、２年79.4％、３年94.4％であった。
・補習や課外授業ついて保護者の92.7％が肯定的に捉えている。
・二者面談、三者面談の保護者の満足度は95.2％、進路ガイダンスや講演会、模擬試験等の実施につ
いては94.8％の保護者が肯定的に捉えている。
○学年進行で進路意識は高まっている。難関大学を目指す生徒も出てきているところから、放課後に大
学入試研究会を開催している。その結果、自分の力で切り開こうとする姿勢を持つ生徒が増えてきた。
〇1年生で大学･企業見学、インターンシップを実施した。自分の目で見て、体験したことが将来を考え
る上で役に立っている。次年度も生徒にとって良い行事になるように、ブラッシュアップする。

・日常的（授業以外の業務を含む）に学習用端末を活用している職員は92.3％であった。
○生徒の学力向上に向けて、一人一台の学習用端末のより有効な活用方法を検討する。
○授業におけるICT機器の有効活用に向けて情報提供に努める。
〇職員のICT活用は概ね浸透したが、反面、県内では情報漏洩等課題も表出している。職員会議等で定
期的に利用方法や注意点を共有していく。

達成状況のまとめ及び次年度の課題


